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親愛なる兄弟姉妹の皆
さん	
　インターネットが用
いられるようになった
当初から、教会はつね
に、人と人との出会い
と、あらゆる人の間の
連帯のために役立つそ
の活用を促進してきま
した。このメッセージ
を通してわたしが皆さ
んに再度お願いしたい
ことは、わたしたちが
互いにかかわり合う存
在であることの根拠と
重要性についてよく考
え、現代のコミュニ

ケーションが広範な問題を抱える中で、孤独でいたくな
いという人間の思いに、改めて目を向けることです。	
「ネットワーク」と「共同体」の隠喩	
　今日のメディア環境は、日常生活の領域と区別できな
いほど広がっています。ネットワークは現代の資源で
す。それは、過去には考えも及ばなかった、知識とかか
わり合いの源です。しかし多くの専門家が明らかにして
いるように、コンテンツの作成、流布、活用のプロセス
にテクノロジーがもたらした著しい変化には、世界規模
での正確な情報の検索や共有を脅かすリスクも伴いま
す。インターネットが知識にアクセスする途方もない可
能性を示すのであれば、それが、信頼喪失を頻繁に招く
ことになる、事実や人間関係に関する偽情報や、ある目
的に基づく意図的な曲解にもっともさらされる場の一つ
であることも確かです。	
　ソーシャル・ネットワークは、一方ではわたしたちが
より密接に結びつき、互いを認め、助け合うために役
立っていますが、他方では、政治的、経済的な利益のた
めに、個人とその権利を尊重しない個人情報の不正操作
に利用されていることも認識すべきです。統計によると
若者の四人に一人がネット上のいじめに巻き込まれてい
ます（1）。	
　こうした複雑な状況の中で、インターネットの肯定的
な可能性を再発見するためには、当初その根底にあっ
た、ネット（網）というものの隠喩についての考察へと
立ち戻ることが有益でしょう。ネットのイメージは、中
心も階層的構造も縦型組織もなくとも安定している、多
数の線と交点を思い起こさせます。ネットワークは、す
べての構成要素が共にかかわることによって機能しま
す。	

　人類学的な観点に立ち戻ると、ネットワークの隠喩
は、共同体というもう一つの重要なイメージを思い起こ
させます。共同体は、団結して連帯するほど、また信頼
によって生き生きとし、共通の目的を追い求めるほど、
いっそう強められます。連帯のネットワークとしての共
同体は、責任をもって発言することに基づく相互の傾聴
と対話を必要とします。	
　だれの目にも明らかなように、現状においては、ソー
シャル・ネットワーク・コミュニティは必ずしも共同体
と同義ではありません。このコミュニティは、最良の状
態にあるならば団結と連帯のあかしとなりますが、大抵
は、同じ関心や話題という弱いきずなによって認識し合
う、個人の集合体にすぎません。しかも、ソーシャル
ウェブ上のアイデンティティは、ほとんどの場合、他者
や部外者との対比に基づいています。つまり、結びつけ
ることではなく、分け隔てることによって自己を定義し
ており、それにより疑いを生じさせ、あらゆる種類の偏
見（民族、性、宗教などによる）を噴出させているので
す。こうした傾向により、異質な存在を排除するグルー
プが勢いを増し、歯止めの利かない個人主義がデジタル
環境内にも広がり、憎しみの連鎖に至ることさえありま
す。このように、世界への窓（ウインドウ）となるべき
ものが、自己陶酔を誇示するショーウインドウになって
います。	
　ネットワークは他者との出会いを促す機会となります
が、わなにはめる蜘蛛の巣のように、わたしたちをさら
に孤立させることもあります。若者は、ソーシャルウェ
ブが自分の対人関係を完全に満たしてくれるという錯覚
にとりわけ陥りやすく、彼らが、社会から完全に引き離
される危険のある「ひきこもり」になるという深刻な事
態まで起きています。こうした劇的な動向は、かかわり
合いから成る社会構造に深刻な断絶、無視できない亀裂
があることを物語っています。	
　この油断のならない多面的な現実は、倫理、社会、司
法、政治、経済の在り方にさまざまな問題を投げかけ、
教会にも課題を突きつけています。各国政府は、自由
で、開かれていて、安全であるという、ネットワークの
本来の姿を維持するための法的規制を模索しています
が、わたしたち皆が、その有益な活用を推進する役割と
責任を担っているのです。	
　相互理解を深めるには、接続回数を増やすだけでは不
十分であることは明らかです。それでは、オンラインの
ネットワーク上でも互いに担うべき責任への自覚に基づ
く、共同体の一員としての真のアイデンティティを見い
だすには、どうしたらよいでしょうか。	
「わたしたちは互いにからだの一部なのです」	
　その答えは、からだとその部分という第三の隠喩から
引き出すことができます。それは、聖パウロが人間の互
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「わたしたちは、互いにからだの一部なのです」（エフェソ4・25）


「ソーシャル・ネットワーク・コミュニティから人間共同体へ」

曜 午　　　前 午　　　後
1 月 こっとん倶楽部　10:00
2 火
3 水 OPC10:00 小学生英語クラス15:30
4 木 入門講座 18:00
5 金
6 土 ミサ10:00　掃除（太平洋） 壮年大会
7 日 ミサ9:30　運営委員会
8 月
9 火 恵愛歌のボランティア10:00
10 水 OPC10:00 小学生英語クラス15:30
11 木 入門講座 18:00
12 金
13 土 ミサ10:00　掃除（太平洋） 中学英語クラス13:30
14 日 集会祭儀9:30 壮年部女性部例会　
15 月
16 火
17 水 OPC10:00 小学生英語クラス15:30
18 木 入門講座 18:00
19 金 セシリアコーラス9:30
20 土 ミサ10:00　 中学英語クラス13:30
21 日 ミサ9:30  ミニ大掃除の日 夏期学校最終打ち合わせ14:00

22 月 海星学院　ミサ
23 火 恵愛歌のボランティア10:00 海星学院ミサ
24 水 OPC10:00
25 木 入門講座 18:00
26 金 夏期学校
27 土 ミサ10:00　掃除（太平洋）　夏期学校 中学英語クラス13:30
28 日 集会祭儀9:30 夏期学校
29 月
30 火
31 水 OPC10:00

2019年7月　教会行事予定表

５月１８日㈯に行われた「認知症について」、川村その美さんの講演会。急遽行われたために、今度は６月２２日㈯
に再度行います。大変ためになるお話ですので、皆さんも参加してみてください。



2019年度第2回運営委員会 議事録

2019年6月2日㈯11:00～12:35 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 

　3.2 その他 

　　　　　※２０１９年度　第１回室蘭ブロック会議 
　　　　　　　５月１２日（日）１３：００～１５：００　室蘭教会 
　　　　　　　＊札幌教区大会後の対応について　　　　　　　　　 
　　　　　　　＊信徒大会のテーマについて 
　　　　　　　＊夏期学校について 
　　　　　　　＊小教区特別積立金の相互利用について 
　　　　　　　　　　上記等について審議した。詳細議事録参照 
　　　　　※　２０１９年度　第１回苫小牧地区連協議会 
　　　　　　　　５月１９日（日）１４：００～１６：００　苫小牧教会 
　　　　　　　・苫小牧地区としての互助会の仕組みについて 
　　　　　　　・各小教区とも少子高齢化が進んでいるが、小教区の運営上の問題点、 
　　　　　　　　将来に向けての課題などについて話し合った。 
　　　　　　　　　　　　　　詳細議事録参照 
　　　　　※　「さくらカフェ」初めてのケースとして、講話開催（認知症について） 
　　　　　　　　５／１８（土）１１：００～１１：３０　講師：川村　その美氏 
　　　　　　　　好評につき、何回か続ける。　第２回目　６／２２（土）１１：００決定 

　3.3財務報告　　 
　　　　　現時点では、特に問題ない。 

４．議　事： 
　4.1スリランカ、コロンボのテロ被害への献金について 

　　　　　・当教会として支援決定 
8/1（木）迄振込　　カトリック中央協議会宛 
　　　　　4.2 ホールの網戸及びブラインドの新替えについて 
　　　　・引き戸タイプの網戸　ホール２個所　 
　　　　・ブラインドは台所と事務所の２個所新替え決定 

　4.3 夏期学校の再確認について 
　　　担当責任者、食事の担当と内容、雨天時の対応等 
　　　５／１２のブロック会議で決定 
　　＊担当責任者：　・水泳（松山）・登山（松岡）・肝試し（千葉神学生、吉田） 
　　　　　　　　　　・作文（千葉神学生）・アニメ映画（岩泉）・工作かゲーム（木山） 
　　　　　　　　　　・総務（松岡）・会計（高科）　 
　　＊食事関係：一日目（夜、カレーライス、室蘭）二日目（朝、室蘭一任）、 
　　　　　　　　（昼、東室蘭　おにぎり　夜、東室蘭　成吉思汗） 
　　　　　　　　三日目（朝、室蘭一任） 
　　＊その他：・寝袋持参の徹底　・静内教会の子供達も参加 
　　　　　　　　 

　4.4 信徒大会の事前対応、他について、　　　　　　 
　　　・先ず決定されている事項を明記した案内ハガキを作成して送付する 
　　　・堅信式の要否は、ブロック会議で決定　（受堅者数確認）　 
　　　・大会長、実行委員長が決定次第　海星学院に備品借用願い、参加申込書を作

成 
　　　　又　ミサに伴う奉仕者依頼書を作成する　等 

　4.5 これからの宣教活動の取り組みについて 
　　　信徒大会に於ける司教様の講話を聴いた後、話し合って取り組み方を決めて 
　　　対処する 

　4.6 その他 
　　・今年度のバザーの日程は、9/29（日）希望  しかし6/30のブロック会議で決定 
　　・玄関前と駐車場のアスファルト舗装に関する見積依頼する 

　　　　　 

５．司祭の予定 
5.1 ライヤ神父様の予定　 

　　　６／２５～２７全道司祭会議（北広島） 

5.2ミサ・集会祭儀の予定 

6/2  ライヤ師　 6/9 集会   6/16  ライヤ師    6/23  集会  6/30 合同ミサ(伊達) 

          7/7  ライヤ師　7/14 集会　7/21   ライヤ師　 7/28  集会　 

6月16日 
こどもの日 

母の日 

父の日 

合同パー
ティー

３．報　告 
3.1 6・7月の予定 
　６月  ２日（日）　運営委員会　ミサ後 
　６月 ８日（土）　室蘭ブロック壮年大会　いずみ初日 
　６月  ９日（日）　壮年大会２日目、女性部例会 
　６月１６日（日）　父の日祝福、合同パーティー 
　６月２３日（日）　ミニ大掃除 
  ６月３０日（日）　合同ミサ、ブロック会議（伊達） 

                 

７月　７日（日）　運営委員会　ミサ後 
７月１４日（日）　壮年部、女性部例会 

７月２１日（日）　夏期学校最終打合せ（東室蘭教会14:00） 

７月２２日（月）～２３日（火）海星学院（１，２年生） 

　　　　　　　　　　東室蘭教会でミサ 

７月２６日（金）～２８日（日）室蘭ブロック夏期学校
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7月26㈮・27㈯・28㈰  
参加費：2,500円 

会場：カトリック室蘭教会・東室蘭教会

申込、締切、詳細は教会に用意された申込書をご覧下さい 
カトリック室蘭教会　カトリック東室蘭教会　カトリック登別教会　カトリック伊達教会

小林　薫　神父 
カトリック室蘭・伊達教会主任司祭 

室蘭市常盤町11-15 
☎(0143)22-5496 ライヤ　神父 

カトリック東室蘭・登別教会主任司祭 
室蘭市宮の森町4-9-7 
☎(0143)44-3851

2019 カトリック室蘭ブロック
�
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恵関係を表現するために用いたことばであり、各部分が
一つとなって有機体を形作っていることに基づいていま
す。「だから、偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実
を語りなさい。わたしたちは、互いにからだの一部なの
です」（エフェソ4・25）。互いにからだの一部であるこ
とは深遠な動機であり、使徒パウロはその動機のもとに
嘘を退け、真理を語るよう呼びかけています。真理を守
る責務は、交わりの相互関係を否定しないという要求か
ら生じます。真理はまさに、交わりにおいて明らかにさ
れます。それに引きかえ嘘は、自分が一つのからだの一
部であることを、利己的に拒絶することです。自分自身
を他者に差し出すことを拒むことにより、自分自身を見
いだす唯一の道を見失っているのです。	
　からだとその部分の隠喩は、交わりと他者性に根差す
自らのアイデンティティについて省察するよう導きま
す。キリスト者としてわたしたちは皆、自分がキリスト
を頭とするからだの一部であることを自覚しています。
それによってわたしたちは、競争相手になりうる存在と
して他者をとらえるのではなく、敵であっても人として
考えられるようになります。自分自身のことを明らかに
するのに、敵はもはや必要ありません。すべてを包み込
むまなざしをキリストから学んだわたしたちは、かかわ
りをもち、親しくなるために欠かせないもの、その条件
として、他者性を新たな視点でとらえることができるか
らです。	
　人々の間で理解し合い、コミュニケーションをとるこ
の能力は、神のペルソナの愛の交わりに根ざしていま
す。神は独りでおられるかたではなく、交わるかたで
す。神は愛です。ですからコミュニケーションが成り立
ちます。愛とは絶えず伝えるものですから、神は人と出
会うために、ご自分を伝えてくださいます。わたしたち
と話を交わし、わたしたちに伝えるために、神は人間の
ことばにご自身を当てはめ、歴史を通して人類と比類の
ない真の対話をしておられるのです（第二バチカン公会
議公文書『神の啓示に関する教義憲章』2参照）。	
　交わりであり、ご自身を伝えるかたである神の像と似
姿として造られているからこそ、わたしたちは交わりな
がら生きたい、共同体に属したいという願いをつねに心
に抱きます。聖バジリオが言うように、「互いに交わり
を結び、相互に依存し合うことほどに、わたしたちの自
然本性に固有なことはないから」（2）です。	
　この現状にあってわたしたちは、関係を築くために尽
力し、互いにかかわり合うという人間の本質を、ネット
上においても、ネットを通じても確認しなければなりま
せん。とりわけわたしたちキリスト者は、信者としての
アイデンティティに刻まれている交わりをはっきり示す

よう求められています。まさに信仰それ自体がかかわり
合いであり、出会いです。わたしたちは神の愛に後押し
されて、他者というたまものとかかわり、その人を受け
入れ、理解し、こたえることができるのです。	
　三位一体の交わりはまさに、個とペルソナとの違いを
明らかにしています。三位一体の神を信じているからこ
そ、わたし自身であるためには他者が必要となるので
す。他者とかかわり合って初めて、わたしは真の人間、
真のペルソナとなります。ペルソナということばはまさ
に、他者のほうを向き、他者とかかわる「顔」として、
人間を表しています。わたしたちのいのちは、その性質
が個的なものからペルソナ的なものへと移行することに
より、人間性において成長します。人間性を深める真の
道のりは、他者を競争相手とみなす個的存在から、旅の
同伴者とみなすペルソナ的存在へと向かうものです。	
「いいね！」から「アーメン」へ	
　ソーシャルウェブの活用は、相手の肉体、心、目、視
線、息を通してなされる生身の本人との出会いを補完す
るものであることを、からだとその部分のたとえは思い
起こさせてくれます。そうした出会いの伸展と期待のた
めに用いられるなら、ネットは本来の姿を失わずに、交
わりに資するものであり続けます。家族が互いの結びつ
きを強め、食卓を囲んで見つめ合うために用いられるな
らば、ネットは一つの資源です。教会共同体がともに感
謝の祭儀をささげるために、ネットを通してその活動を
調整し合うのであれば、それは一つの資源です。自分か
ら物理的に離れたところで起きた、素晴らしい、もしく
は苦しい出来事や体験に近づく機会となるなら、また、
ともに祈り、自分たちを結びつけるものを再発見するこ
とにともに善を見いだす機会となるなら、ネットは一つ
の資源です。	
　ですからわたしたちは、診断から治療へと移行するこ
とができます。対話、出会い、笑顔、触れ合い……、そ
うしたことへの道を開く、これこそが、わたしたちが求
めるネットワークです。わなにかけるためではなく、解
放するため、自由な人々の交わりを守るためのネット
ワークです。教会そのものも、聖体の交わりによって織
りなされるネットワークです。教会の一致は、「いい
ね！」にではなく、真実に、各自がキリストのからだと
一つになり他者を受け入れることを表す「アーメン」に
基づいているのです。	
バチカンより	

2019年1月24日	
聖フランシスコ・サレジオの記念日	

フランシスコ	
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SONEN 
2019
壮年大会
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会　　場：虎杖浜温泉　ホテル　いずみ 
会　　費：10,000円　 日帰り  5,000円 
担当教会：カトリック東室蘭教会　
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　わたしの信仰の旅 
カトリック東室蘭・登別教会 
主任司祭　ライヤフランシス

�


カトリック苫小牧地区


信徒大会


2019

勝谷太治司教


2019年10月18日


AM10:00


海星学院講堂


